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保 健 体 育

１ 科目構成

改 訂 現 行

科 目 名 標準単位数 科 目 名 標準単位数

体 育 ７～８ 体 育 ７～８

保 健 ２ 保 健 ２

２ 改訂の基本方針

(1) 卒業後に少なくとも一つの運動やスポーツを継続することができるようにすることを

重視し、運動やスポーツの楽しさや喜びを味わうことができるようにするとともに、小

学校、中学校及び高等学校を見通した指導内容の体系化を図る。

(2)生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現する資質や能力を育成する観点から、各

領域において身に付けさせたい具体的な内容を明確に示す。

(3) 体力の向上を重視し、健康や体力の状況に応じて自ら体力を高める方法を身に付けさ

せ、地域などの実社会で生かせるように「体つくり運動」の指導内容の改善を図るとと

もに、「体つくり運動」以外の領域においても、学習した結果としてより一層の体力の

向上を図ることができるようにする。

(4) 知識に関する領域の構成を見直し、各領域に共通する内容に精選するとともに、各領

域との関連で指導することが効果的な内容については、各領域で取り上げるよう整理する。

(5) 科目「保健」においては、個人生活及び社会生活における健康・安全に関する内容を

重視し、指導内容を改善する。

(6) ヘルスプロモーションの考え方を生かし、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し改

善していく思考力・判断力などの資質や能力を育成する観点から、系統性のある指導が

できるよう内容を明確にする。

３ 改訂の内容

(1) 目標

保健体育科の目標は、次のとおり示されている。

心と体を一体としてとらえ、健康・安全や運動についての理解と運動の合理的、計

画的な実践を通して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を

育てるとともに健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り、明るく豊

かで活力ある生活を営む態度を育てる。

この目標は、高等学校教育における保健体育科の果たすべき役割を総括的に示すとと

もに、小学校、中学校及び高等学校の教科の一貫性を踏まえ、高等学校としての重点や

基本的な指導の方向を示したものであり、今回の改訂では、教育基本法、学校教育法の
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改訂を踏まえつつ、引き続き、体育と保健を関連させていくことを強調したものである。

すなわち、体育と保健の目標である「生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続す

る資質や能力の育成」、「健康の保持増進のための実践力の育成」及び「体力の向上」

の三つの具体的な目標が相互に密接に関連していることを示すとともに、心と体をより

一体としてとらえ、心身の調和的発達を図ることが、保健体育科の重要なねらいである

ことを明確にしたものである。

(2) 各科目

＜体 育＞

ア 目標

運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高め、運動

の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにし、自己の状況に応じて体力の向

上を図る能力を育て、公正、協力、責任、参画などに対する意欲を高め、健康・安全

を確保して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。

この目標は、義務教育を基礎とした高等学校段階において、生徒が運動の合理的か

つ計画的な実践を通して、これまで学習した知識を深め、技能を高めることで、運動

の楽しさや喜びを深く味わうことが体育の重要なねらいであることを示した上で、現

在及び将来の自己の状況に応じて体力の向上及び健康の保持増進を図るとともに、社

会的態度や愛好的態度をもつことによって、卒業後に少なくとも一つの運動が継続で

きるようにし、生涯にわたって豊かなスポーツライフの実現を図ることを目指したも

のである。

イ 内容の構成と取扱い

「体育」については、生涯にわたる

豊かなスポーツライフの実現に向け

て、小学校から高等学校までの１２年

間を見通して、各種の運動の基礎を培

う時期、多くの領域の学習を経験する

時期、卒業後に少なくとも一つの運動

やスポーツを継続することができるよ

うにする時期といった発達の段階のま

とまりを踏まえ、高等学校においては、

中学校第３学年との接続を重視するとともに、内容及び内容の取扱いにおいて学習指

導要領の基準性を一層明確化し、生徒の主体的な学習の充実及び多様性を踏まえた指

導の充実を図ることができるよう指導内容の体系化を図った。

内容の構成は、「体つくり運動」、「器械運動」、「陸上競技」、「水泳」、「球技」、「武

道」、「ダンス」及び「体育理論」の８つの領域とし、「体つくり運動」、「器械運動」、

「陸上競技」、「水泳」、「球技」、「武道」及び「ダンス」の７つの運動に関する領域

小学校 中学校 高等学校

１、２年 ３、４年 ５、６年 １、２年 ３年
入学
年次

次の
年次

それ
以降

体つくり運動 体つくり運動 体つくり運動

器械・器具を
使っての運動
遊び

器械運動 器械運動 器械運動 器械運動 器械運動

走・跳の運
動遊び

走・跳の運動 陸上運動 陸上競技 陸上競技 陸上競技

水遊び 浮く・泳ぐ運動 水 泳 水 泳 水 泳 水 泳

表現・リズム
遊び

表現運動 表現運動 ダンス ダンス ダンス

ゲーム ゲーム ボール運動 球 技 球 技 球 技

武 道 武 道 武 道

体育理論 体育理論

様々な動きを身に付
ける時期

多くの運動を体験する
時期

少なくとも一つのス
ポーツに親しむ時期

小・中・高における小・中・高における指導内容の体系化指導内容の体系化（（体育の分野体育の分野））
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については、（１）技能(「体つくり運動」は運動)、（２）態度、（３）知識、思考・判断が内

容として示された。また、知識に関する領域については、「体育理論」において（１）

スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツの特徴、（２）運動やスポーツの効果的

な学習の仕方、（３）豊かなスポーツライフの設計の仕方が内容として示された。

入学年次においては、中学校第３学年との接続を踏まえ、「体つくり運動」及び「体

育理論」を履修させるとともに、それ以外の領域については「器械運動」、「陸上競

技」、「水泳」、「ダンス」のまとまりと、「球技」、「武道」のまとまりの中からそれぞ

れ１領域以上を選択して履修することができることとされた。

また、その次の年次以降においては、それぞれの運動が有する特性や魅力に深く触

れることができるよう「体つくり運動」及び「体育理論」を履修させるとともに、そ

れ以外の領域については「器械運動」、「陸上競技」、「水泳」、「球技」、「武道」、「ダ

ンス」の中から２領域以上を選択して履修することができることとされた。

【領域及び内容の取扱い】

入学年
次

その次
の年次

それ以
降の年
次

内容の取
扱い

入学年
次

その次
の年次

それ以
降の年
次

内容の取
扱い

Ａ 体つくり運動 Ａ 体つくり運動

ア　体ほぐしの運動 ア　体ほぐしの運動

イ　体力を高める運動 イ　体力を高める運動

Ｂ 器械運動 Ｂ 器械運動

ア　マット運動 ア　マット運動

イ　鉄棒運動 イ　鉄棒運動

ウ　平均台運動 ウ　平均台運動

エ　跳び箱運動 エ　跳び箱運動

Ｃ 陸上競技 Ｃ 陸上競技

ア　競走 ア　競走

イ　跳躍 イ　跳躍

ウ　投てき ウ　投てき

Ｄ 水泳 Ｄ 水泳

ア　クロール ア　クロール

イ　平泳ぎ イ　平泳ぎ

ウ　背泳ぎ ウ　背泳ぎ

エ　バタフライ エ　バタフライ

オ　複数の泳法で長く泳ぐ又はリレー オ　横泳ぎ

Ｅ 球技 Ｅ 球技

ア　ゴール型 ア　バスケットボール

イ　ハンドボール

ウ　サッカー

エ　ラグビー

イ　ネット型 オ　バレーボール

カ　テニス

キ　卓球

ク　バドミントン

ウ　ベースボール型 ケ　ソフトボール

Ｆ 武道 Ｆ 武道

ア　柔道 ア　柔道

イ　剣道 イ　剣道

Ｇ ダンス Ｇ ダンス

ア　創作ダンス ア　創作ダンス

イ　フォークダンス イ　フォークダンス

ウ　現代的なリズムのダンス ウ　現代的なリズムのダンス

Ｈ 体育理論 Ｈ 体育理論

(1)　スポーツの歴史、文化的特性や現代の (1) 社会の変化とスポーツ
　　スポーツの特徴

(2)　運動やスポーツの効果的な学習の仕方 (2) 運動技能の構造と運動の学び方

(3)　豊かなスポーツライフの設計の仕方 (3) 体ほぐしの意義と体力の高め方

Ｂ、Ｃ、
Ｄ、Ｇか

ら①以
上選択

ア～エから
選択

ア～ウに示
す運動から
選択

ア～オから
選択

ア、イ必修
（各年次７
～10単位
時間程度）

必修

必修

領域及び内容

必修 必修 必修

Ｂ、Ｃ、
Ｄ、Ｅ、

Ｆ、Ｇか
ら②又
は④選
択

その
際、Ｆ又
はＧの
いずれ

かを含
む

必修 必修

ア～ウから

選択

(1)、(2)、(3)
必修

ア、イ必修

ア～エから
選択

ア～ウから
選択

ア～オから
選択

必修 必修 必修

(1)入学年次

(2)その次の
年次
(3)ぞれ以降
の年次
(各年次6単
位時間以上)

改　　　　　訂

ア又はイの
いずれか

選択

Ｂ、Ｃ、
Ｄ、Ｇか

ら①以
上選択

ア～ウから

選択

必修 必修

現　　　　　行

Ｂ、Ｃ、
Ｄ、Ｅ、
Ｆ、Ｇか

ら②以
上選択

Ｂ、Ｃ、
Ｄ、Ｅ、
Ｆ、Ｇか

ら②以
上選択

Ｅ、Ｆか

ら①以
上選択

入学年次
では、ア～

ウから②選
択
その次の
年次以降

では、ア～
ウから選択

領域及び領域の内容

ア～ケから
②選択

ア、イから
①選択

Ｂ、Ｃ、
Ｄ、Ｅ、

Ｆ、Ｇか
ら③又
は④選
択

その
際、Ｆ又
はＧの
いずれ

かを含
む

Ｂ、Ｃ、
Ｄ、Ｅ、

Ｆ、Ｇか
ら③又
は④選
択

その
際、Ｆ又
はＧの
いずれ

かを含
む
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＜保 健＞

ア 目標

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通

じて自らの健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を育てる。

この目標は現行と同様であり、小学校、中学校との接続及び発達の段階に応じた指

導内容の体系化の観点から、個人生活及び社会生活における健康・安全に関する内容

を総合的に理解することを通して、ヘルスプロモーションの考え方を生かし、生涯を

通じて自らの健康を適切に管理し改善していく思考力・判断力などの資質や能力を培

い、実践力を育成することを目指したものである。

イ 内容の構成と取扱い

「保健」については、個人生活及び社会

生活における健康・安全に関する内容の理

解を通して健康についての総合的な認識を

深め、ヘルスプロモーションの考え方を生

かし、生涯を通じて自己の健康を適切に管

理し改善していく思考力・判断力などの資

質や能力の育成を図ることに重点を置き、

小学校、中学校の内容を踏まえた系統性の

ある指導ができるよう改訂された。

内容の構成は、従前の内容を踏まえて「現

代社会と健康」、「生涯を通じる健康」及び

「社会生活と健康」の３項目である。

また、内容については、個人生活及び社

会生活に関する事項を正しく理解できるよ

うにするため、他教科及び小学校、中学校

の内容との関連を考慮して高等学校におけ

る基礎的事項が明確にされた。

具体的には、個人生活及び社会生活にお

〔指導計画の作成と内容の取扱い〕

・「体育」は、各年次継続して履修できるようにし、各年次の単位数はなるべく均分して配当するものとする。

・内容の「Ｂ器械運動」から「Ｇダンス」までの領域及び運動については、地域や学校の実態及び生徒の特

性や選択履修の状況等を踏まえるとともに、安全を十分に確保した上で、生徒が自由に選択して履修する

ことができるよう配慮するものとする。

・自然とのかかわりの深いスキー、スケートや水辺活動などについては、従前どおり、地域や学校の実態に

応じて積極的に行うことに留意するものとする。

・集合、整頓、列の増減、方向転換などの行動の仕方については、従前どおり、「Ａ体つくり運動」から「Ｇダンス」

までの領域において適切に行うものとする。

・筋道を立てて練習や作戦について話し合う活動などを通して，コミュニケーション能力や論理的な思考力

の育成を促し、主体的な学習活動が充実するよう配慮するものとする。

小学校 中学校 高等学校

３．４年 ５．６年 １年 ２年 ３年 入学年次 次の年次

身近な生活におけ
る健康・安全に関
する基礎的な内容

個人生活における健
康・安全に関する内容

個人生活及び社会生
活における健康・安
全に関する内容

毎日の生活
と健康

育ちゆく体
とわたし

病気の予防

心の健康

けがの防止

心身の機能
の発達と心
の健康

傷害の防止

健康と環境

健康な生活
と疾病の予
防

現代社会と
健康

生涯を通じ
る健康

社会生活と
健康

小・中・高における小・中・高における内容の内容のまとまりについて（保健まとまりについて（保健の分野の分野））

生涯を通じて自らの健康を適切に管理し
改善していく資質や能力の育成

小学校
より実践的に

中学校
より科学的に

高等学校
より総合的に

身近な生活にお
ける健康・安全
に関する基礎的
な内容

個人生活におけ
る健康・安全に
関する内容

個人生活及び社
会生活における
健康・安全に関
する内容

小・中・高における小・中・高における指導内容の体系化指導内容の体系化（保健（保健の分野の分野））
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ける健康・安全に関する内容を重視する観点から、健康の考え方に関する内容が明確

にされるとともに、様々な保健活動や対策などについて内容の配列が再構成された。

また、医薬品に関する内容が改善された。

指導に当たっては、心身の健康の保持増進の実践力を育成するため、単なる暗記や

知識理解にとどまらず、知識を活用する学習活動を取り入れるなど思考力・判断力な

どの資質や能力が育成されるよう指導方法の工夫を行うとともに、適切な意志決定や

行動選択及び環境づくりが必要であることが示された。

【現行及び改訂の内容】

〔指導計画の作成と内容の取扱い〕

・「保健」は、原則として入学年次及びその次の年次の２か年にわたり履修させるものとする。

・指導に際しては、知識を活用する学習活動を取り入れるなどの指導方法の工夫を行うものとする。

現 行 改 訂
(1) 現代 社会 と健 康 (1) 現代社 会と 健康

ア 健 康の 考え 方 ア 健康 の考 え方
(ｱ) 国民 の健 康水 準と 疾病構 造の 変化 (ｱ) 国 民の 健康 水準 と疾 病構造 の変 化
(ｲ) 健康 の考 え方 と成 り立ち (ｲ) 健 康の 考え 方と 成り 立ち
(ｳ) 健康 に関 わる 意志 決定と 行動 選択 (ｳ) 健 康に 関わ る意 志決 定や行 動選 択
(ｴ) 様々 な保 健活 動や 対策 (ｴ) 健 康に 関す る環 境づ くり（ 新）

イ 健 康の 保持 増進 と疾 病の予 防 イ 健康 の保 持増 進と 疾病 の予防
(ｱ) 生活 習慣 病と 日常 の生活 行動 (ｱ) 生 活習 慣病 と日 常の 生活行 動
(ｲ) 喫煙 、飲 酒と 健康 (ｲ) 喫 煙、 飲酒 と健 康
(ｳ) 医薬 品の 正し い使 用、薬 物乱 (ｳ) 薬 物乱 用と 健康

用 と健 康
(ｴ) 感染 症と その 予防 (ｴ) 感 染症 とそ の予 防

ウ 精 神の 健康 ウ 精神 の健 康
(ｱ) 欲求 と適 応機 制 (ｱ) 欲 求と 適応 機制
(ｲ) 心身 の相 関 (ｲ) 心 身の 相関
(ｳ) スト レス への 対処 (ｳ) ス トレ スへ の対 処
(ｴ) 自己 実現 (ｴ) 自 己実 現

エ 交 通安 全 エ 交通 安全
(ｱ) 交通 事故 の現 状 (ｱ) 交 通事 故の 現状
(ｲ) 交通 社会 で必 要な 資質と 責任 (ｲ) 交 通社 会で 必要 な資 質と責 任
(ｳ) 安全 な交 通社 会づ くり (ｳ) 安 全な 社会 づく り

オ 応 急手 当 オ 応急 手当
(ｱ) 応急 手当 の意 義 (ｱ) 応 急手 当の 意義
(ｲ) 日常 的な 応急 手当 (ｲ) 日 常的 な応 急手 当
(ｳ) 心肺 蘇生 法 (ｳ) 心 肺蘇 生法

(2) 生涯 を通 じる 健康 (2) 生涯を 通じ る健 康
ア 生 涯の 各段 階に おけ る健康 ア 生涯 の各 段階 にお ける 健康
(ｱ) 思春 期と 健康 (ｱ) 思 春期 と健 康
(ｲ) 結婚 生活 と健 康 (ｲ) 結 婚生 活と 健康
(ｳ) 加齢 と健 康 (ｳ) 加 齢と 健康

イ 保 健・ 医療 制度 及び 地域の 保健 ・医 療機 関 イ 保健 ・医 療制 度及 び地 域の保 健・ 医療 機関
(ｱ) 我が 国の 保健 ・医 療制度 (ｱ) 我 が国 の保 健・ 医療 制度
(ｲ) 地域 の保 健・ 医療 機関の 活用 (ｲ) 地 域の 保健 ・医 療機 関の活 用

ウ 様々 な保 健活 動や 対策

(3) 社会 生活 と健 康 (3) 社会生 活と 健康
ア 環 境と 健康 ア 環境 と健 康
(ｱ) 環境 の汚 染と 健康 (ｱ) 環 境の 汚染 と健 康
(ｲ) 環境 と健 康の 対策 (ｲ) 環 境と 健康 にか かわ る対策

イ 環 境と 食品 の保 健 イ 環境 と食 品の 保健
(ｱ) 環境 保健 にか かわ る活動 (ｱ) 環 境保 健に かか わる 活動
(ｲ) 食品 保健 にか かわ る活動 (ｲ) 食 品保 健に かか わる 活動
(ｳ) 健康の保持増進のための環境と食品の保健 (ｳ) 健 康の 保持 増進 のた めの環 境と 食品 の保 健

ウ 労 働と 健康 ウ 労働 と健 康
(ｱ) 職業 病や 労働 災害 と健康 (ｱ) 労 働災 害と 健康
(ｲ) 働く 人の 健康 の保 持増進 (ｲ) 働 く人 の健 康の 保持 増進

※ 矢 印は 、内 容の 対比 を示 してい る。 実線 は内 容の 構成ま たは 文言 が変 更に なった 部分 であ る。
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４ 質疑応答

問１ 科目体育において、新学習指導要領における内容の「Ｂ器械運動」から「Ｇダン

ス」までの領域及び運動の選択に当たっては、どのようなことに留意すればよいか。

領域及び運動の選択に当たっては、「地域や学校の実態及び生徒の特性や選択履修の状

況等を踏まえるとともに、安全を十分に確保した上で、生徒が自由に選択して履修するこ

とができるよう配慮するもの」とされている。

「地域や学校の実態」とは、地域の特色、学校の立地条件や気候条件、地域や学校の体育

施設や用具等の実態、「生徒の特性や選択履修の状況等」とは、生徒の技能・体力の程度や

運動経験、生徒の興味や関心並びに中学校の履修の状況のことを示している。また、「安全

を十分に確保した上で」とは、運動種目等を選択するとき、生徒の希望に応じて複数の種目

などを同時展開で実施する際には、安全管理上の視点から事故の防止を徹底するとともに、

災害や事故発生時に速やかな指示ができる範囲で授業を展開する必要があることを示してい

る。これらを踏まえつつ、各学校においては、内容として示されている領域については、生

徒が自由に選択して履修できるよう配慮することが求められるものである。

このことから、生徒の主体的な意欲がはぐくまれるよう希望する生徒に対してすべての

領域の選択機会が与えられるよう指導計画を工夫するとともに、領域の内容についても、

安全を十分に確保した上で生徒が選択できるようにすることが大切である。

問２ 体つくり運動の内容の取扱いはどのようになったか。

体つくり運動の領域は、各年次において、すべての生徒に履修させることとされている。

また、授業時数については、２単位配当の年次においては７時間を、３単位配当の年次に

おいては１０時間を配当することとされている。

よって、これらの点を十分考慮して、体つくり運動に必要な知識の学習を計画的に配当

するとともに、指導内容については、卒業までの見通しを立て指導計画を作成し段階的に

指導することが大切である。

問３ 科目保健において、医薬品に関する内容はどのように改善されたのか。

今回の改訂では、中学校学習指導要領において、医薬品の正しい使用についての内容が

位置付けられたことを踏まえて、医薬品の承認制度や販売規制について新たに取り上げ、

医薬品の適切な使用の必要性についての内容を充実した。また、従前「薬物乱用と健康」

で取り扱っていたが、中学校からの系統性を踏まえ、「保健・医療制度及び地域の保健・

医療機関」で取り扱うこととした。

医薬品に関する学習内容は、「医薬品は、有効性や安全性が審査されており、販売には

制限があること。疾病からの回復や悪化の防止には、医薬品を正しく使用することが有効

であること」とされており、これらを理解できるようにすることが必要である。


